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年　　月　　日

　南相馬市長

住所又は所在地
法人名
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　
店舗等


旧避難指示区域内店舗等営業運営費補助金交付申請書兼実績報告書兼請求書

　　　年度南相馬市旧避難指示区域内店舗等営業運営事業について、南相馬市旧避難指示区域内店舗等営業運営費補助金交付要綱第６条の規定に基づき、下記のとおり補助金を申請し、実績を報告し、補助金を請求します。

記

１　補助金交付申請・請求額　　　　　　　　　　　　　　　円

２　誓約事項
　　次に掲げる事項について誓約します。
　　(1)　週３日以上営業していること。
　　(2)　１日の営業時間が３時間以上であること。
　　(3)　市税を滞納していないこと。
　　(4)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第１項第２号に規定する暴力団、同項第６号に規定する暴力団員及び暴力団員でなくなった日から起算して５年を経過しない者でないこと。
　　(5)　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項各号に規定する風俗営業、同条第５項に規定する性風俗関連特殊営業、同条第１３項に規定する接客業務受託営業その他同法に基づく許可又は届出が必要な営業以外であること。
　　(6)　南相馬市補助金等の交付等に関する規則及び南相馬市旧避難指示区域内店舗等営業運営費補助金交付要綱の規定を遵守すること。

３　事業実績等（別紙のとおり。）


別紙

１　申請区分（該当する□の１つにレを記入してください。）
　　□　日常生活に必要なサービスを提供する店舗等を営業運営する者
　　□　起業をした者（常時使用する従業員の数　　　人）

２　対象店舗
　　店舗名　　　　　
　　所在地　　　　　
　　休業日　　　　　
　　営業時間　　　　
　　業種　　　　　　
　　担当者名　　　　
　　担当者電話番号　

３　建物の状態（該当する□の１つにレを記入してください。）
　　□　店舗等のみ
　　□　同じ敷地内に店舗等と住宅が別々
　　□　店舗等と住宅が一体

４　経費の請求内容（各経費等の該当する□の１つにレを記入してください。）
　　※他の補助金等　　□　利用している　□　利用していない

　　　　　　　　　　　　　　　　その補助対象経費を○で囲んでください。

　(1)光熱水費
　　　電気代　　　　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　　　ガス代　　　　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　　　上下水道料　　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　　　　・地下水等　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　　　　・浄化槽　　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　　　燃料費　　　　　□　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし
　(2)廃棄物処理費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □　なし　　□　あり
　起業をした者のみ
　(3)店舗等賃借料　　 □　店舗等のみ　　□　店舗等と住宅が一体　　□　なし

５　補助上限額の算定
　　店舗等の延べ床面積　　　　　　　　㎡×２０，０００円／㎡×補助対象月数　　月÷１２月
　　＝　　　　　　　　円（上限額１５０万円、千円未満切捨て）

６　補助金額の算定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	電気代
	ガス代
	上下水道料
	燃料費
	廃棄物処理費
	店舗等賃借料

	
	税込み
	税抜き
	税込み
	税抜き
	税込み
	税抜き
	税込み
	税抜き
	税込み
	税抜き
	税込み
	税抜き

	１月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	６月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	９月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１０月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１１月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１２月
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計　Ａ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	店舗併用住宅控除　Ｂ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	補助対象額　Ａ－Ｂ※１

	
	ａ
	
	ｂ
	
	ｃ※２
	
	ｄ
	
	ｅ
	
	ｆ

	補助金額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ）÷２（千円未満切捨て）※３
	


※１　各経費の補助対象額がマイナスの時は、０円
※２　上下水道料の補助上限額は、１００万円
※３　補助金額は、「５　補助上限額の算定」の補助上限額の範囲内
